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令和元年第８回定例教育委員会 

 

 

                            令和元年８月２１日（水）午後２時３２分 

                                  江別市教育庁舎 大会議室 

出席者   教育長       月 田 健 二 

     委 員      支 部 英 孝 

委 員      橋 本 幸 子 

委 員       林   大 輔 

委 員      須 田 壽美江  

 

 

説明員  教育部長    萬   直 樹 

教育部次長   伊 藤 忠 信 

学校教育支援室長 

谷 口 圭 吾 

総務課長    近 藤 澄 人 

学校教育課長  廣 田   修 

教育支援課長  松 井 正 行 

給食センター長 鈴 木 知 幸 

対雁調理場長  佐 藤 友 彦 

生涯学習課長  天 野 保 則 

スポーツ課長  三 浦   洋 

スポーツ課参事 遠 藤 毅 史 

情報図書館長  山 本 則 行 

郷土資料館長  櫛 田 智 幸 

郷土資料館参事 兼 平 一 志  

記録員  総務課総務係長 嶋 中 健 一 

傍聴者  なし  
 

 

１ 報告事項 

（１）令和元年度第１回学校一斉公開アンケート集計結果について 

（２）江別市立学校に係る部活動の方針策定に係るパブリックコメントの実施について 

（３）はやぶさ運動広場の移転に向けた検討について       

 

２ その他 

○各課所管事項について 

（１）青少年キャンプ村こんがり王国の実施結果について  

○次回教育委員会予定案件について  

○令和元年第９回定例教育委員会の日程について 
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月田教育長 

須田委員 

（開会） 

ただいまから、令和元年第８回定例教育委員会を開会いたします。 

本日の議事日程は、配付のとおりであります。 

会議に先立ち、本日の会議録署名人を、須田委員にお願いいたします。 

それでは、議事に入ります。 

１の報告事項（１）令和元年度第１回学校一斉公開アンケート集計結果についての報告

を求めます。 

近藤総務課長お願いします。 

報告事項（１）令和元年度第１回学校一斉公開アンケート集計結果についてご報告いた

します。 

資料１ページをご覧願います。 

令和元年度の第１回学校一斉公開は、去る６月１８日に実施しております。 

今回は、立命館慶祥中学校が定期テストの実施日と重なったため、公開の対象から外れ

ておりますが、見学者は、市内の小中学校２５校において、延べ１，６３３人となり、昨

年度同時期の見学者数１，５７６人から５７人増加しております。 

また、アンケートの回答者数は７２１人で、見学者の４４％に当たり、昨年度同時期の

回答率より１０ポイント高くなっております。 

アンケートの集計結果の概要については、記載のとおりでございます。 

設問の主なものについて、昨年度同時期の回答と比較してご説明申し上げます。 

問２、今回、学校一斉公開に来られたのはとの問いについては、初めてと回答した人の

割合が、小中学校ともに増加しております。 

問３、今回、他の学校も見学する予定ですかとの問いについては、複数の学校を見学す

る人の割合が、小中学校全体では微増となっておりますが、中学校で大幅に増加しており

ます。 

２ページをご覧願います。 

問５、機会があれば今後も学校に来たいと思いますかとの問いについては、今後も来た

いと思う人の割合が、小中学校全体で１００％となっております。 

問６、学校は地域に開かれていると思いますかという問いについては、開かれていると

思うと回答した人の割合が、小中学校全体で昨年度同時期とほぼ同率の９２％と高い割合

になっております。 

３ページをご覧願います。 

問９の児童・生徒の様子は、大変良いと良いを合わせた割合が、昨年度同時期とほぼ同

率の高い割合となっております。 

自由記載欄の意見では、奇麗で明るくて良い。元気よく挨拶をしていてとても良かった。

落ち着いて、きちんと話を聞けていたのが好印象でしたなどの意見が多くありました。 

なお、その他の内容については、４ページから１０ページに掛けまして、学校の印象、

児童・生徒の様子のほか、江別市の教育等に関する意見や感想などを掲載しておりますの

で、こちらについてもご参照いただければと思います。  

以上です。 

ただいま報告のありました、令和元年度第１回学校一斉公開アンケート集計結果につい

て、質問等がございましたらお受けします。 

 今回、全体的に好印象を持たれた方の回答が多かったので、ほっとしています。５ペー

ジの上から６行目の意見で、校内図がないので探さなければいけなかったというご意見が

あります。こういったご意見は、毎回のように出ていますので、学校でもちょっとご配慮

いただければと思います。 

 反対に、扉が開いていないので入りづらいというような意見は、とても少なくなったと

いう印象ですので、良い方向に向かっているのかなと感じています。 

今後ともよろしくお願いいたします。 

ほかに質問等はございますか。 

 ９ページの上から２行目に、電子黒板を活用した授業が見受けられなかったというご意
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見があります。設置率を誇るのはうんぬんということなのですが、たまたま、この日は電

子黒板を使わなかったのではないかと私は思いますが、実際の電子黒板の利用率はどのぐ

らいかというのは分かりますでしょうか。 

 電子黒板の利用率については、教育委員会でも各学校に調査をしておりまして、８割の

学校が毎日使用しているという結果が出ています。週２回から３回程度という回答を合わ

せますと、小中学校ともに１００％利用されているという状況です。 

 公開授業の科目にもよるとは思いますが、委員からもご指摘がありましたとおり、この

日の授業では使っていなかったものの、基本的には電子黒板は使われているものと認識し

ています。 

 ほかに質問等はございますか。 

 質問ではないのですが、この報告にある感想や意見を読んでいると、全体的には好評と

言いますか、レベルアップしているように感じています。現場の先生方の努力に感謝した

いと思います。 

 ほかに質問等はございますか。 

なければ、私から一つ確認させていただきたいのですが、４ページのその他の１０行目

に、手洗いのせっけんがネットにつるされていることが不衛生であるという指摘があるの

ですが、やはり不衛生なのでしょうか。 

 私は不衛生だと意識したことはないのですが、おそらく泡のようなものがネットに付い

たままだったとか、そういうことが不衛生という印象をこの方に与えたのかもしれません。 

私もこの意見を読みましたが、いずれにしても何かせっけんに部分的な不具合があった

のかなと感じました。 

 手洗いせっけんの件ですが、アンケートの中ではこのようなご指摘がありましたが、こ

れまで学校現場からは、不衛生なのでどうにかしてほしいという要望はいただいておりま

せん。総務課としましても、不衛生とは考えておりませんが、もし、仮にこのようなご意

見が学校現場から届いた場合は、状況によるかもしれませんが、他市の例などを参考にし

ながら、液体のポンプ式のせっけんを使うということも、視野には入れる必要があるかも

しれないと考えております。 

 現状としては、そのような要望は学校からは寄せられておりません。 

 ほかに質問等はございますか。 

（質疑終了） 

それでは、本報告について終了してよろしいですか。 

（一同了承） 

次に、報告事項（２）江別市立学校に係る部活動の方針策定に係るパブリックコメント

の実施についての報告を求めます。 

廣田学校教育課長お願いします。 

私から、報告事項（２）江別市立学校に係る部活動の方針の策定に係るパブリックコメ

ントの実施についてご説明いたします。 

資料をご覧ください。 

このたび、江別市立学校に係る部活動の方針の案がまとまりましたので、その内容につ

いて、市民からの意見を募集するものであります。 

２の実施概要の（１）意見の募集期間につきましては、令和元年９月２日から令和元年 

１０月１日まで予定しています。 

資料の公表場所や提出方法等については記載のとおりです。 

３の策定までのスケジュールについてですが、本年６月に庁内検討会議を開催し、方針

の素案を作成し、７月に関係団体との意見交換会を行いました。９月に、ただいまご説明

しておりますパブリックコメントを実施し、１０月には方針を策定したいと考えておりま

す。 

次に、江別市立学校に係る部活動の方針（案）についてご説明いたします。 

別冊資料の方針（案）の目次をご覧ください。 

方針には、大きく六つの項目があり、１の適切な運営のための体制整備、２の合理的で

かつ効率的・効果的な活動の推進、３の適切な休養日等の設定、４の生徒のニーズを踏ま
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えた環境の整備、５の学校単位で参加する大会等の見直し、６の部活動の充実に向けてと

なっております。 

方針案の基本的な考え方でありますが、北海道の部活動の在り方に関する方針を参考と

して、道立学校に係る部活動の方針に準拠した内容で作成しております。 

なお、石狩管内の他市において作成中の方針についても、本市と同様に作成しているこ

とを確認しております。 

以上です。 

ただいま報告のありました、江別市立学校に係る部活動の方針策定に係るパブリックコ

メントの実施について、質問等がございましたらお受けします。 

 部活動の方針について、パブリックコメントを募集するという内容の報告でしたが、確

認等がありましたらよろしくお願いいたします。 

 まとめていただいた方針の内容については、特に意見等があるわけではありませんが、

部活動を持っている先生方の負担をもう少し減らすことはできないかということに着目す

ると、先生方が部費などの管理をしているのですが、そういった部分を学校の中の会計担

当の方にお願いするという考えもあると思います。 

方針のとおり、部活動そのものの時間を短縮することで、先生方の負担を軽くしていく

べきと思いますが、もう一歩進んで考えて、例えば、部費等の管理を学校単位で考え、誰

かに任せていくというようなことは、これまでの経過の中で検討されましたでしょうか。 

 ただいま委員からお話のありました件は、本来、教員がやるべき仕事かどうかの振り分

けをしたうえで、教育委員会の支援を含めて考えていくことになりますが、例えば、今ご

指摘のあったお金の管理については、各学校で考えることになるとは思います。 

ただ、国においても、教員の仕事は本来どうあるべきなのかという姿を見ながら、本当

の働き方改革を進めていかなければならないですし、各学校でもそういった視点で取り組

んでいるというところと認識しております。 

 自分の子供がお世話になっていたときは、バスの手配なども部活動が終わってからの仕

事になっていたと思います。 

先生方にとっては、子供たちと接している部活動の時間が短くなって負担が減ったとし

ても、その後の仕事は残るのだろうなと心配するところもあるので、できれば、こういっ

た部活動以外の仕事をどうするのかも検討していただけるといいと思います。 

 今の件についてですが、私も学校の先生が現金を扱うというのは、学校ごとのシステム

ではなく、なるべく教育委員会で統一した見解をまとめた上で対応するべきではないかと

考えています。金銭のことですので、トラブルの問題も視野に入れて検討してもいいと思

いますが、その点はいかがでしょうか。 

 今すぐ、お金の管理を会計担当の方に任せるとなると、とても無理だとは思いますが、

人件費の話になるのかもしれませんが、お金の管理をする会計担当の方を増やすといった

対応も考えられます。今すぐどうにかということではないのですが、お金という面で先生

方の負担を軽減できればと思います。 

 この数年を見ても、部活動以外にも現金は結構動いていると思います。この扱いを統一

してあげるべきではないかと考えますが、それが可能なのかどうか。学校によってもお金

を集めるものと集めないものの違いもありそうですので、そこを統一するのはやはり難し

いのかなと思いながらも、働き方改革の中で、金銭管理のシステムもつくっていけないだ

ろうかとも考えています。検討していただけるといいのですが、いかがでしょうか。 

 実際に、数年前に金銭事故が発生したこともありました。 

金銭の管理については、北海道教育委員会でも一定程度の考えを示しており、学校で集

めているもろもろのお金の管理は、現金で保管することなく、銀行等に口座を設けたうえ

で管理をするようにするなど、マニュアルのような形で示されているところです。 

 個々の学校において様々な事情があり、現金の扱いも現実にありますので、まず、保管

の在り方についての考え方を各学校に徹底することになると思います。ただ、教育委員会

としても、現金を保管するための金庫を各学校で購入する予算を要求したこともあります

が、なかなか実現できていないところであります。 

いずれにいたしましても、ただいまの件は私どもも深く認識しておりますので、何らか
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の対応をしてまいりたいと考えております。 

 ほかに質問等はございますか。 

（質疑終了） 

それでは、本報告について終了してよろしいですか。 

（一同了承） 

次に、報告事項（３）はやぶさ運動広場の移転に向けた検討についての報告を求めます。 

三浦スポーツ課長お願いします。 

私から、報告事項（３）はやぶさ運動広場の移転に向けた検討についてご説明させてい

ただきます。 

 １の所在地でございますが、はやぶさ運動広場は大麻北町に位置しており、広場内には、

少年野球場を１面、テニスコートを２面、ゲートボール場を２面、多目的広場を１面有し

ております。 

次に、２の移転検討までの経緯と基本構想の策定についてですが、近年、少年野球場の

バックネットや本部席などの施設の老朽化が進行し、本部席裏の植樹帯の安全対策、水飲

み場の衛生対策などの課題がございます。 

また、現在の少年野球場は、本来の学童野球場の規格を満たしていない状況にございま

す。他にも、隣接地に大型商業施設や福祉関係施設、高層住宅などが、相次いで整備され

たことに加え、大規模な宅地開発も行われており、宅地への飛球の飛び込みや騒音、砂ぼ

こりなど、様々な面で課題解決が必要な状況となってきております。 

これらのことから、はやぶさ運動広場の移転を要する状況にあるため、移転に向けた具

体的な検討を進めるに当たり、基本構想を策定するものでございます。 

続いて、３のはやぶさ運動広場移転に係る基本構想策定スケジュールでございますが、

８月に教育委員会と総務文教常任委員会にスケジュール等について報告を行い、１０月に

は、江別市スポーツ推進審議会において基本構想（案）の審議を行っていただき、審議会

を踏まえて作成した素案とパブリックコメントの実施について、１０月に教育委員会へ、

１１月に総務文教常任委員会へそれぞれ報告いたします。 

１２月には、基本構想案のパブリックコメントを実施し、令和２年１月には、パブリッ

クコメントの実施結果を踏まえて、教育委員会で基本構想案の審議を行い、基本構想を策

定いたします。２月には、江別市スポーツ推進審議会と総務文教常任委員会へ策定した基

本構想について報告を行う予定となっております。 

なお、このスケジュールは、あくまでも現段階での予定でございますので、時期等につ

いては変更となる場合がございますので、よろしくお願いいたします。 

２ページをご覧ください。 

こちらの図は、はやぶさ運動広場周辺の配置図で、近年の周辺の状況を模式的に表示し

たもので、破線で囲まれた部分が、はやぶさ運動広場の敷地であります。 

昭和５６年に建設された当時は、周辺には建物がなく、伸び伸びとスポーツができる環

境でありましたが、現在は商業施設や介護施設、高層住宅が建設され、加えて大規模宅地

開発もされたことで、建物に囲まれた状態となっております。 

以上でございます。 

ただいま報告のありました、はやぶさ運動広場の移転に向けた検討について、質問等が

ございましたらお受けします。 

 はやぶさ運動広場の移転ということですが、実際に移転するとしたら何年ぐらいになる

のでしょうか。 

また、野球、テニス、ゲートボールができるということで、今は少年野球がメインかと

思いますが、それぞれの団体、連盟の皆さんとの意見交換はあったのでしょうか。あるい

は、これから審議を行うスポーツ推進審議会がそういった場になるのでしょうか。 

 移転までの大まかなスケジュールですが、おおむね４年程度を考えておりまして、今年

度に基本構想を策定し、令和２年度に基本設計と実施設計、令和３年度に新運動広場の建

設、令和４年度に移転をするということで考えております。 

 基本構想策定前に、現在利用している団体にはしっかりと意見をお伺いしながら、構想

を策定してきたいと考えております。 
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 ほかに質問等はございますか。 

 令和３年度までは、現在のはやぶさ運動広場は使えるということよろしいでしょうか。 

 現在のスケジュールでは、令和３年度まで使える予定です。 

 

ほかに質問等はございますか。 

 はやぶさ運動広場の３番通り側に、円形の施設があったと思います。これも江別市の所

有だったと思いますが、これも含めて移転するのでしょうか。 

 円形の建物は、郷土資料館の埋蔵文化財等の整理室となっています。現在は、運動広場

の移転時期に合わせて、この整理室の移転も検討中であります。 

もし、はやぶさ運動広場が移転することとなった場合は、現在のはやぶさ運動広場の土

地と一体的に土地を利用できるようにしたいと考えておりますので、運動広場の移転スケ

ジュールと連動した形で、文化財整理室の移転も検討していきたいと考えております。 

 ほかに質問等はございますか。 

（質疑終了） 

それでは、本報告について終了してよろしいですか。 

（一同了承） 

続いて、２のその他、各課所管事項についてに入ります。 

（１）青少年キャンプ村こんがり王国の実施結果についての説明を求めます。 

天野生涯学習課長お願いします。 

青少年キャンプ村こんがり王国の実施結果についてお知らせいたします。 

説明資料をご覧ください。 

１の参加者数ですが、８月５日から８月１０日まで開催した、こんがり王国の最終的な

参加者数は３３４人でした。なお、期間中の参加者数の内訳は表に記載のとおりでありま

す。 

２の場所は、例年、野幌森林公園内の森林キャンプ場で開催しておりましたが、熊出没

の影響により、アースドリーム角山農場に変更いたしました。 

３の参加対象と４の主な事業内容については、記載のとおりです。 

期間中、４日目と５日目は雨が降り、特に４日目の夜は雨風ともに強かったため、キャ

ンプファイヤーを早めに切り上げ、屋内施設の中でレクリエーションを実施しましたが、

それ以外の日は天候に恵まれ、子供たちはテントの設営、撤収、炊事をこなし、キャンプ

ファイヤーやゲームなどで盛り上がっておりました。 

以上です。 

本件に対する質問等がございましたらお受けします。 

（質疑なし） 

それでは次に、次回教育委員会予定案件及び日程について説明願います。 

近藤総務課長お願いします。 

次回の教育委員会の案件でございますが、報告事項として、令和元年第３回江別市議会

定例会の一般質問について、令和元年度小中学生国内交流研修事業についてなどを予定し

ております。 

また、次回の定例教育委員会の日程でございますが、９月２７日金曜日午後２時３０分

からと考えておりますが、各委員のご都合等はいかがでしょうか。 

ただいまありましたように、次回の定例教育委員会は９月２７日金曜日午後２時３０分

からということで、皆様よろしいですか。 

（一同了承） 

以上をもちまして、第８回定例教育委員会を終了いたします。 

（閉会） 

                                   終了 午後３時０８分 
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